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業績予想の修正に関するお知らせ 
                                          

   最近の業績の動向等を踏まえ、平成２８年５月２０日に公表しました業績予想を下記のとおり一

旦未定といたしましたのでお知らせいたします。 

記 
   

  ●業績予想の修正について 

                                     

平成 29年 3月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成 28 年 4月 1日～平成 28 年 9月 30 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円  百万円  百万円  百万円  円 銭  

 前回発表予想  （Ａ） 2,996  29  0  △6  △0.50  

 今回修正予想  （Ｂ）  －  －  －  －  －  

 増減額 （Ｂ）―（Ａ） －  －  －  －   

 増減率     （％） －  －  －  －   

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 28年 3月期第 2四半期) 

1,892  △155  △180  △194  △16.09  

 

 

平成 29年 3月期通期連結業績予想数値の修正(平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円  百万円  百万円  百万円  円 銭  

 前回発表予想  （Ａ） 6,195  72  23  10  0.83  

 今回修正予想  （Ｂ）  －  －  －  －  －  

 増減額 （Ｂ）―（Ａ） －  －  －  －   

 増減率     （％） －  －  －  －   

(ご参考)前期実績 

(平成 28年 3月期) 

3,831  △699  △751  △903  △74.62  



 

 

平成 29年 3月期第 2四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成 28 年 4月 1日～平成 28 年 9月 30 日) 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円  百万円  百万円  円 銭  

 前回発表予想  （Ａ） 2,969  0  △5  △0.41  

 今回修正予想  （Ｂ）  －  －  －  －  

 増減額 （Ｂ）―（Ａ） －  －  －   

 増減率     （％） －  －  －   

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 28年 3月期第 2四半期) 

1,892  △155  △180  △16.09  

 

 

平成 29年 3月期通期個別業績予想数値の修正(平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日) 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円  百万円  百万円  円 銭  

 前回発表予想  （Ａ） 6,137  23  11  0.91  

 今回修正予想  （Ｂ）  －  －  －  －  

 増減額 （Ｂ）―（Ａ） －  －  －   

 増減率     （％） －  －  －   

(ご参考)前期実績 

(平成 28年 3月期) 

3,790  △751  △913  △75.44  

 

 

 

 

  修正の理由 

    平成 28年 8月 8日に開示しました「当社一部事業の廃止及び固定資産の譲渡に関するお知ら

せ」につきまして、譲渡益 125 百万円の精査（棚卸資産の帳簿と実棚の差異の確認）を行っており

ます。また、配管事業廃止による従業員の退職金の一時金支給による費用の発生、譲渡益 125 百万

円のうちライニング配管製品の設計・生産に関する技術情報代につきましては、会計処理の確認を

行っております。なお、配管事業廃止により、売上高 450 百万円、売上総利益 40百万円の減少を

想定しております。このように、当社の業績に与える影響については現在も精査中であります事か

ら、業績予想を一旦未定とさせて頂きます。 

    なお、現在精査中の業績予想におきましては、上記の要因に加え、第１四半期が経過した時点で、

売上高につきまして環境装置部門の内、太陽光発電設備工事の一部案件につきまして、失注となっ

た事により 1,000 百万円の減少、利益につきましては、売上高の減少により 100 百万円及び太陽光

発電設備工事の売掛債権に関し、回収の可能性を考慮し貸倒引当金を計上したことにより 85百万

円、また、防災用ガスエンジンに係る支払が資産(無形固定資産)計上を予定しておりましたが、現

時点で販売の量産見込の状態となっていない事から研究開発費として費用処理をした事により 70

百万円の減少を予定しております。 



上記状況を含め精査した結果を、平成 28年 8月 18 日を目処に改めて開示をいたします。 

 

 

    上記業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値とは異なる可能性があります。 

 

                                         以  上 


